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１．背景と目的 

 日本で最初のペデストリアンデッキは、1973

年に千葉県柏市の柏駅東口に誕生した。これは

1969 年に都市再開発法が施工され、第１号の指

定を受けて実施された柏駅東口市街地再開発事

業によって建設されたものである。再開発では、

駅前広場を中心とする公共施設と 2棟のビル建

設が目的とされた 1)。その後、駅前再開発など

によって多くの駅前広場に設置され、利用する

人々に安全性と快適性を与えている。そして、

駅前の交通結節点として大きな役割を果たして

いる構造物である。 

 1973(昭和 48)年に建設されてから今日まで

に 36年が経過している。その間、現在までに建

設されてきたペデストリアンデッキは社会性の

高い構造物であり、時代の流れとともに変化し

てきている。建設の時期によってどのような変

化が生じているのか史的考察することを最終的

な目的とする。今回はその内の現地調査の結果

について報告するものである。 

    

２．調査対象と方法 

 調査対象は 1973(昭和 48)年から現在までに

建設されたペデストリアンデッキで、建設年度

の異なるものを対象とする。具体的には、関東

の 12 駅に設置されているペデストリアンデッ

キ 18 ヶ所と東北の仙台駅西口に設置されてい

るペデストリアンデッキの合計 19 ヶ所を調査

対象とする(図-1)。また調査対象のペデストリ

アンデッキには、駅間を連絡しているものも存

在する。調査項目は、ペデストリアンデッキに

関する情報・隣接施設・昇降設備・付帯設備と

する。 

調査方法は、文献による基本的な調査を行い、

市等の管理者からのヒアリングおよび現地調査

により行う。表-1に調査対象ペデストリアンデ

ッキについての概要を示す。 

 

 

 

図-1 調査対象デッキ設置駅の位置 

(出典：参考文献 1より一部加工) 

 

図-1 調査対象ペデストリアンデッキ設置駅の

位置 (出典：参考文献 2より一部加工) 

 

３．調査結果 

3.1 面積と鉄道の乗車人員 

 ペデストリアンデッキの面積は、調査した 19

ヶ所の内データの得られた 10ヶ所を使用する。

ここで、駅の出入口の両方にペデストリアンデ

ッキが存在する場合には面積を合計した値を用

いることとする。最小面積は約 1,100 ㎡であり、

最大面積は延伸整備等によって拡大しているた

め詳細は不明である。 

隣接する鉄道駅の乗車人員については、JR東

日本の駅に隣接していることから、JR東日本の

2007年度 1日平均乗車人員 4)を用いることとす

る。乗車人員は、地方都市である水戸駅と仙台

駅は除くものとし、その他の駅で面積が得られ

た 8駅の内最も少ない駅は 32,840 人、最も多い

駅では 239,111 人であった。 

 

3.2 隣接施設 

駅舎の他に隣接しているのは、バス乗り場、 
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表-1 調査対象ペデストリアンデッキの概要 

No. 設置駅 概　要

1 柏駅東口
所在地：　   千葉県柏市
建設年度：　１９７３（昭和４８）年
面積：　      ２，８００ ㎡

2 JR町田駅・小田急町田駅
所在地：　   東京都町田市
建設年度：　１９８０（昭和５５）年
面積：　      約 ３，４６９ ㎡

3 仙台駅西口
所在地：　   宮城県仙台市
建設年度：　１９８１（昭和５６）年
面積：　      ９，７６３ ㎡

4 大宮駅西口
所在地：　   埼玉県さいたま市大宮区
建設年度：　１９８２（昭和５７）年

面積：　      ９，５００ ㎡3)

5 津田沼駅南口
所在地：　   千葉県習志野市
建設年度：　１９８２（昭和５７）年
面積：      　約 １，１００ ㎡

6 取手駅西口
所在地：     茨城県取手市
建設年度：  １９８４（昭和５９）年
面積：        １１８２．４６ ㎡

7 松戸駅東口
所在地：     千葉県松戸市
建設年度：  １９８５（昭和６０）年
面積：        １，８７２ ㎡

8 松戸駅西口
所在地：　   千葉県松戸市
建設年度：　１９８６（昭和６１）年
面積：　      ２，２００ ㎡

9 津田沼駅北口
所在地：　   千葉県習志野市
建設年度：　１９８７（昭和６２）年
面積：      　約 １，６００ ㎡

10 川口駅東口
所在地：　   埼玉県川口市
建設年度：　１９９１（平成３）年
面積：　      ２，５９５ ㎡

11 川口駅西口
所在地：　   埼玉県川口市
建設年度：　１９９１（平成３）年
面積：　      １，９５０ ㎡

12 水戸駅北口
所在地：   　茨城県水戸市
建設年度：　１９９３（平成５）年
面積：　      約 ４，０００ ㎡

13
JR武蔵溝ノ口駅

東急電鉄溝の口駅

所在地：　   神奈川県川口市高津区
建設年度：　１９９８(平成１０)年
面積：　      ４，９２７ ㎡

14 武蔵浦和駅西口
所在地：   　埼玉県さいたま市南区
建設年度：　１９９８（平成１０）年
面積：      　５６０ ㎡

15
さいたま新都心駅東・西

口

所在地：     埼玉県さいたま市大宮区
建設年度：  ２０００（平成１２）年
面積：        約 １３，３００ ㎡

16 武蔵浦和駅東口
所在地：     埼玉県さいたま市南区
建設年度：  ２００１（平成１３）年
面積：　      １８３．１２ ㎡

17 水戸駅南口
所在地：　   茨城県水戸市
建設年度：　２００３（平成１７）年
面積：　      ５，０００ ㎡

18 北千住駅西口
所在地：　   東京都足立区
建設年度：　２００４（平成１６）年
面積：　      １，９５８ ㎡

 

タクシー乗り場、道路、周辺の施設に隣接して

いる。周辺の隣接施設の分類として、商業施設

(TypeA)、オフィスビル(TypeB)、ホテル(TypeC)、

マンション（TypeD）、複合施設(TypeE)、自転車

駐輪場(TypeF)、駐車場（TypeG）、特殊施設

(TypeH)、その他(TypeI)とした。ここで、複合

施設に含めるものはホテルと映画館が一体とな

っている建物、上層階がマンションで低層階に

病院などが入る建物、病院や店舗やスポーツク

ラブなどが入る建物などである。また特殊施設

として分類したのは、さいたま新都心駅のスポ

ーツ施設等として利用されている「さいたまス

ーパーアリーナ」などである。そして、飲食業

や金融業など様々な業種が入る建物、予備校な 
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図-2 隣接施設の種類別割合 

 

どが入る建物をその他として分類した。図-2に

隣接施設の種類別の割合を示す。 

 

3.3 昇降設備 

 昇降設備としては階段、エレベーター、エス

カレーターが設置されている。その他には、町

田駅北口ペデストリアンデッキや大宮駅西口ペ

デストリアンデッキの一部に地上まで繋がるス

ロープが存在した。しかし、バス乗場に直接ア

クセスできる昇降設備としてエレベーターやエ

スカレーターが設置されていないものも存在し

た。一方、近年建設されたペデストリアンデッ

キでは、エレベーターやエスカレーターによっ

てバス乗場やタクシー乗場に直接アクセスでき

る構造となっている。 

エレベーターの設置率は 89％、エスカレータ

ーの設置率は 63％である。また、エレベーター

塔に関してはエレベーター塔にガラスが使われ

ていることで外からエレベーター内が見える構

造となっているものも存在した。また、エスカ

レーターでは屋根が設置されているものも存在

した。 

 

3.4 付帯設備 

 付帯設備については、照明、高欄、舗装、屋

根、ストリートファーニチャーを調査対象とし

た。 

 照明の種類 5,6,7）は、ポール照明、ハイポール

照明(写真-1)、笠木内蔵照明、支柱照明、支柱

側面埋込タイプ、フットライト型照明、低位置・

埋設照明(写真-2)などが設置されていた。柏駅

東口ペデストリアンデッキ、大宮駅西口ペデス

トリアンデッキ、北千住駅西口ペデストリアン

デッキ、水戸駅北・南口ペデストリアンデッキ

では、ハイポール照明によって広範囲を照らせ

るようになっているが、その他にも照明が設置
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されていた。 

 高欄の種類 5,6,7)は、壁高欄(写真-3)、縦桟式

高欄、横桟式高欄、多柵式高欄、ガラスを使用

した高欄(写真-4)、その他の高欄として鋳物と

ガラスを組み合わせた高欄などが見られた。鋳

物とガラスを組み合わせた高欄は、鋳物を地元

産業とする川口市の川口駅東口ペデストリアン

デッキに使用されていた。 

 舗装に関しては、装飾性のある舗装も見られ

たが、その一方でシンプルな舗装のペデストリ

アンデッキも存在した。また、さいたま新都心

駅東口の一部には木製の舗装が使われていた

(写真-2)。路面上には誘導用ブロックが設置さ

れており、目の不自由な方にとっての配慮も施

されている。 

 屋根については、建築物の一部が屋根の役割

をしているものが存在した。これは北千住駅西

口ペデストリアンデッキや武蔵浦和駅東西ペデ 

 

 

写真-1 大宮駅西口ペデストリアンデッキのハ

イポール照明 (平成 21 年 3月撮影) 

 

 

写真-3 柏駅東口ペデストリアンデッキの 

壁高欄  (平成 21 年 10月撮影) 

ストリアンデッキの一部があてはまる。その他

に屋根が設置されていたのは、町田駅北口ペデ

ストリアンデッキ、溝の口駅北口ペデストリア

ンデッキ、さいたま新都心駅ペデストリアンデ

ッキである。また、さいたま新都心駅ではガラ

スを使用した屋根が設置されていた。 

ストリートファーニチャーに関しては、案内

板、ベンチ、植栽、公衆電話、喫煙所、噴水、

オブジェやモニュメント、像などが設置されて

いた。ベンチに関しては、既製のベンチが置い

てあるものや植栽が植えられている花壇に造り

付けされているベンチなどが見られた。植栽に

ついては、花壇が造り付けられているものと植

栽ポットに植えられているものが存在した。モ

ニュメントや像では、水戸駅北口・南口ペデス

トリアンデッキには水戸市に縁のある｢水戸黄

門助さん格さん像｣と「水戸の納豆記念碑」が設

置されていた。 

 

 

写真-2 さいたま新都心駅東口歩行者デッキの

埋設照明 (平成 21 年 10月撮影) 

 

 

写真-4 北千住駅西口ペデストリアンデッ 

キのガラスを使用した高欄(平成21年9月撮影) 
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図-3 面積と乗車人員の関係 

 

４．まとめ 

 面積と乗車人員の関係については、相関係数

が 0.627 となり相関があることを示している。

このことから、乗車人員の多い駅に設置されて

いるペデストリアンデッキほど面積が広く取ら

れているのではないかといえる。図-3に面積と

乗車人員の関係を示す。 

 隣接施設については、商業施設が最も多く隣

接しており、次にその他に分類したものが多く

隣接していた。このことから、商業を目的とす

る施設が多く隣接していることがいえる。マン

ションや複合施設、特殊施設等については、隣

接して建設されるようになってきたのは最近の

ことと思われる。それは、車道を歩かずに直接

アクセスできるといったことから安全性や快適

性の追求によって成されてきたことではないか

と考える。 

昇降設備については、まず柏駅東口ペデスト

リアンデッキには建設当時はエレベーターやエ

スカレーターは設置されていなかったと思われ

る。現在は設置されているが、その後に設置さ

れたものである。それは、バリアフリーが重要

視されてきたことからであるといえる。そして

近年建設されたペデストリアンデッキは、高齢

者や身体の不自由な方々にとっての配慮がより

考えられた構造になってきている。また、エレ

ベーター塔にガラスが使用されているのは、外

からエレベーター内が見えることで防犯対策が

考えられている。このように、最近では防犯対

策が取り入れられている。 

照明については、1970 年代から 1990 年代に

建設されたペデストリアンデッキには、ポール

照明が主に設置されていたがフットライト型照

明も見られた。その後は支柱照明や支柱側面埋

込タイプ、低位置・埋設照明などの演出的効果

のある照明が設置されている傾向が高くなって

いるといえる。 

高欄については、壁高欄は柏駅東口ペデスト

リアンデッキでも使用されているが、1990 年代

に建設されたペデストリアンデッキでも使用さ

れている。特に最近の傾向としては、透明ガラ

スとステンレスを使用した高欄が使用されるよ

うになってきたことである。これは、見た目の

美しさが考えられていることがいえる。 

舗装については、初期のペデストリアンデッ

キには装飾性のあるものが目立ったが、近年建

設されたものはシンプルな舗装で一部には木製

の舗装なども取り入れられてきている。これは

景観的なことが初期の舗装に比べてより考えら

れてきているといえる。 

ストリートファーニチャーについては、案内

板、ベンチ、植栽などは初期のペデストリアン

デッキに比べより充実してきているといえる。

また、喫煙所が設置されていることが多く見ら

れたが近年設けられたものであると思われる。 

 駅前のペデストリアンデッキは、再開発によ

って土地の高度利用を図り、歩行者の安全性や

利便性を確保することなどから建設されてきた。

安全性や利便性が確保された今日では、利用す

る誰もが安全で快適に利用できるものとするた

めに新たな設備が設置され、周辺の建築物の建

設に伴って延伸もされている。そして、見た目

の美しさといった景観を考えたペデストリアン

デッキが造られてきている。 
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